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1. データ通信ソフトの概要 

データ通信ソフト設計・製作におけるデータ通信の基本構成を図 1.1 に示す。 

このデータ通信ソフトは、PC からシリアルポートで接続された親機を介し、最大 7 台の子機に無線通

信によるコマンド送信を行うことができる。また、子機から送られた計測データは、無線通信により親機

に送られシリアル通信で PC へと送信される。 

PC が受信した計測データは、加速度値やバッテリ値の可視化やデータ保存を行う。 

・ 親機・・・・・1 台 

・ 子機・・・・・MAX7 台 

親機 

 

子機 1 子機 2 子機 7 

図 1.1 データ通信基本構成 

 

２．データ通信ソフト画面仕様 
メイン画面には、大項目としてサンプリング Tab、設定 Tab、データ解析 Tab がある。 

・サンプリング Tab・・・データサンプリングを行う。 

・設定 Tab・・・子機設定と親機設定を行う。 

・データ解析 Tab・・・サンプリングしたデータの解析を行う。 

  
2.1 サンプリング画面：メイン画面よりサンプリングTab選択 

データサンプリングを行うメイン画面を図 1.2 に示す。 

サンプリング画面を表示するには、メイン画面のサンプリング Tab を選択します。 

この画面では、子機 7 台分のデータの可視化とデータ保存を行っている。 

子機の計測データは、加速度値をグラフに表示し、バッテリ値を表に表示する。また計測データは、デ

ータ保存先に指定されたフォルダに保存される。保存形式については、次節で述べる。 

（実行手順） 

1) 図中①のサンプリング Tab を選択します。 

2) PC に接続されている親機のシリアルポートを図中②に設定します。 

3) 保存したい場所のフォルダパスを図中③に入力します。デフォルトは D:\無線です。 

4) 図中④を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 

5) 図中⑤のサンプリング開始を押すことで親機から子機へサンプリング開始コマンドを送信し

ます。 
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6) 子機より 30 秒毎に送られたデータが子機 ID 別に図中⑥に表示されます。 

グラフ・・・X 軸加速度値、Y 軸加速度値 

表・・・バッテリ値 

7) サンプリングを終了したい場合は、図中⑦を押します。 

8) 図中⑧を押すことで Lab VIEW プログラムが終了します。 

 

 

図 1.2 (PC)データ通信ソフト メイン画面 
 

2.2 子機設定画面：メイン画面より設定Tab選択 

子機設定画面を図 1.3 に示す。 
子機設定画面を表示するには、メイン画面から設定 Tab(図中①)を選択し、設定画面の子機設定 Tab(図

中②)を選択します。 
子機設定は、PC から親機を介し無線通信によって行われる。 
各設定項目を以下に述べる。 

 

① 

④ 

② 

③ 

⑤ ⑥⑦ ⑧ 
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図 1.3 (PC)データ通信ソフト 子機設定画面 

 
2.3 無線チャンネル変更 

無線チャンネル変更の画面を図 1.4 に示す。 
子機 ID と図 1.5 に示す周波数チャンネル対応を選択することで、子機側の無線通信で使用する周波

数を変更することができる。ただし、周波数の変更を行った場合、子機と親機の周波数を揃えなければ

無線通信をすることができない。 
（実行手順） 

1) 図中①の無線チャンネル変更 Tab を選択します。 
2) PC に接続されている親機のシリアルポートを図中②に設定します。 
3) 図中③を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 
4) 変更したい子機の ID と図 1.11 に示す無線通信で使用したい周波数を図中④に入力します。 
5) 図中⑤のボタンを押すと子機にコマンド送信を行います。図中④の入力部が空白の場合、

図中⑥のランプが赤になります。 
6) 子機の設定が正常に行われた場合、図中⑦に設定変更が完了した子機 ID が表示されます。

無線通信がうまくできなかった場合は、図中⑧のランプが赤になります。 
7) 図中⑨を押すことで Lab VIEW プログラムを終了します。 

② 

① 
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③ 

⑨ 

② 

⑥ ⑧

① 

 
図 1.4 (PC)データ通信ソフト 子機設定_無線チャンネル変更画面 

 

 
図 1.5 周波数とチャンネル対応表 

⑤ ⑦ 

④ 
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2.4 テストコマンド 

テストコマンドの画面を図 1.6 に示す。 
子機 ID を選択することで、親機と選択した子機の無線通信の状況を確認できる。 
このコマンドでは、選択した子機 ID の無線通信の受信信号強度、子機のバッテリ電圧、AD 変換の

リファレンス電圧を表に表示する。 
（実行手順） 

1) 図中①のテストコマンド Tab を選択します。 

2) PC に接続されている親機のシリアルポートを図中②に設定します。 

3) 図中③を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 

4) 無線通信の状況を確認したい子機の ID を図中④に入力します。 

5) 図中⑤のボタンを押すと子機にコマンド送信を行います。図中③の入力部が空白の場合、図

中⑥のランプが赤になります。 

6) 子機の設定が正常に行われた場合、図中⑦に受信信号強度、子機のバッテリ電圧、AD 変

換のリファレンス電圧が表示されます。無線通信がうまくできなかった場合は、図中⑧のラン

プが赤になります。 

7) 図中⑨を押すことで表のクリアを行います。 

8) 図中⑩を押すことで Lab VIEW プログラムを終了します。 
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③ 

 
図 1.6 (PC)データ通信ソフト 子機設定_テストコマンド画面 

 
2.5 ファームウェアバージョン 

ファームウェアバージョンの確認画面を図 1.7 に示す。 
子機 ID を選択することで、子機のファームウェアバージョンを確認できる。 
このコマンドでは、子機のファームウェアバージョンを読み出し、表に年月日表示を行う。 

（実行手順） 
1) 図中①のファームウェアバージョン Tab を選択します。 
2) PC に接続されている親機のシリアルポートを図中②に設定します。 
3) 図中③を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 
4) ファームウェアバージョンを確認したい子機の ID を図中④に入力します。 
5) 図中⑤のボタンを押すと子機にコマンド送信を行います。図中④の入力部が空白の場合、

図中⑥のランプが赤になります。 
6) 子機の設定が正常に行われた場合、図中⑦にファームウェアバージョンが年月日で表示さ

れます。無線通信がうまくできなかった場合は、図中⑧のランプが赤になります。 
7) 図中⑨を押すことで Lab VIEW プログラムを終了します。 

 

① 

② 

④ 

⑤ 

⑥

⑦ 

⑧

⑨ 

⑩ 
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① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥

⑦

⑧

⑨ 

 
図 1.7 (PC)データ通信ソフト 子機設定_ファームウェアバージョン画面 

 
2.6 ID設定 

ID 設定の画面を図 1.8 に示す。 
現在の子機の ID を任意に変更したい ID に変更することができる。 
ただし、MAC アドレスを必要とする。 

（実行手順） 

1) 図中①の ID 設定 Tab を選択します。 

2) PC に接続されている親機のシリアルポートを図中②に設定します。 

3) 図中③を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 

4) 現在の子機 ID と変更したい ID と子機固有の MAC アドレスを図中④に入力します。 

5) 図中⑤のボタンを押すと子機にコマンド送信を行います。図中④の入力部が空白の場合、図

中⑥のランプが赤になります。 

6) 子機の設定が正常に行われた場合、図中⑦に変更前と変更後の子機 ID が表示されます。

無線通信がうまくできなかった場合は、図中⑧のランプが赤になります。 

7) 図中⑨を押すことで Lab VIEW プログラムを終了します。 
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①

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥

⑦ 

⑧

⑨ 

 
図 1.8 (PC)データ通信ソフト 子機設定_ID 設定画面 

 
2.7 ID設定読み出し 

ID 設定読み出しの画面を図 1.9 に示す。 
MAC アドレスを指定することで無線通信可能な距離にある子機に対し、MAC アドレスが合致する子

機 ID を読み出すことができる。 
（実行手順） 

1) 図中①の ID 設定読み出し Tab を選択します。 
2) PC に接続されている親機のシリアルポートを図中②に設定します。 
3) 図中③を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 
4) MAC アドレスを図中④に入力することで無線通信範囲内にいる MAC アドレスが合致す

る子機 ID を読み出します。 
5) 図中⑤のボタンを押すと子機にコマンド送信を行います。図中の④入力部が空白の場合、

図中⑥のランプが赤になります。 
6) 子機の設定が正常に行われた場合、図中⑦に MAC アドレスが合致した子機 ID が表示さ

れます。無線通信がうまくできなかった場合は、図中⑧のランプが赤になります。 
7) 図中⑨を押すことで Lab VIEW プログラムを終了します。 
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③ 

⑨ 

② 

 
図 1.9 (PC)データ通信ソフト 子機設定_ID 設定読み出し画面 

 
2.8 MACアドレス読み出し 

MAC アドレス読み出しの画面を図 1.10 に示す。 
子機 ID から子機が固有で持っている MAC アドレスを読み出すことができる。 

（実行手順） 
1) 図中①の MAC アドレス読み出し Tab を選択します。 
2) PC に接続されている親機のシリアルポートを図中②に設定します。 
3) 図中③を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 
4) MAC アドレスを読み出したい子機 ID を図中④に入力します。 
5) 図中⑤のボタンを押すと子機にコマンド送信を行います。図中④の入力部が空白の場合、

図中⑥のランプが赤になります。 
6) 子機の設定が正常に行われた場合、図中⑦に MAC アドレスが表示されます。無線通信が

うまくできなかった場合は、図中⑧のランプが赤になります。 
7) 図中⑨を押すことで Lab VIEW プログラムを終了します。 

 

⑥ ⑧

①
⑤ 

⑦

④ 
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①

③ 

② 

④ 

⑤ 

⑥

⑦ 

⑧

⑨ 

 
図 1.10 (PC)データ通信ソフト 子機設定_MAC アドレス読み出し画面 

 
2.9 親機設定画面：メイン画面より設定Tab選択 

親機設定画面を図 1.11 に示す。 
親機設定画面を表示するには、メイン画面から設定 Tab(図中①)を選択し、設定画面の親機設定 Tab(図

中②)を選択します。 
親機設定では、親機筺体内部のスライドスイッチを SET に切り替えて行います。親機設定後、子機

と通信を行うにはスライドスイッチを NORMAL に戻す必要があります。図 1.12 に親機を示す。 
親機の設定は、シリアル通信によって行われる。 
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① 

② 

 
図 1.11 (PC)データ通信ソフト 親機設定画面 
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図 1.12 親機 

 
2.10 親機周波数切り替え 

親機周波数切り替えの画面を図 1.13 に示す。 
図 1.14 に示す周波数チャンネル対応を選択することで、親機側の無線通信で使用する周波数を変更

することができる。ただし、周波数の変更を行った場合、子機と親機の周波数を揃えなければ無線通信

をすることができない。 
（実行手順） 

1) PC に接続されている親機のシリアルポートを図中①に設定します。 
2) 図中②を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 
3) 無線通信で使用したい周波数を図中③に入力します。 
4) 図中④のボタンを押すと親機にコマンド送信を行います。 
5) 設定が正常に行われた場合、図中⑤に OK が表示されます。設定が失敗した場合は、ERR

が表示されます。 
6) 図中⑥を押すことで Lab VIEW プログラムを終了します。 
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① 

② 

③ ④ ⑤

⑥ 

 
図 1.13 (PC)データ通信ソフト 親機設定_親機周波数切り替え画面 

 

 
図 1.14 周波数とチャンネル対応表 
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2.11 親機周波数読み出し 

親機周波数読み出しの画面を図 1.15 に示す。 
親機が使用している周波数チャンネルを表示する。 

（実行手順） 
1) PC に接続されている親機のシリアルポートを図中①に設定します。 
2) 図中②を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 
3) 図中③のボタンを押すと親機にコマンド送信を行います。 
4) 読み出した周波数は図中④に表示されます。読み出しを失敗した場合は ERR が表示され

ます。 
5) 図中⑤を押すことで Lab VIEW プログラムを終了します。 

 

① 

⑤ 

③ 

② 

④

 
図 1.15 (PC)データ通信ソフト 親機設定_親機周波数読み出し画面 

 
2.12 親機UARTボーレート変更 

親機 UART ボーレート変更の画面を図 1.16 に示す。 
PC-親機間の通信ボーレートを設定することができる。 
設定可能ボーレートは、9600bps、115200bps、230400bps だが、無線通信仕様より 230400bps を使

15 



無線型加速度センサー 
 

用することが望ましい。 
（実行手順） 

1) PC に接続されている親機のシリアルポートを図中①に設定します。 
2) 図中②を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 
3) 使用したいボーレート値を図中③に入力します。 
4) 図中④のボタンを押すと親機にコマンド送信を行います。 
5) 設定が正常に行われた場合、図中⑤に OK が表示されます。設定が失敗した場合は、ERR

が表示されます。 
6) 図中⑥を押すことで Lab VIEW プログラムを終了します。 

 

⑥ 

② 

④ ③ 

① 

⑤

 
図 1.16 (PC)データ通信ソフト 親機設定_親機 UART ボーレート変更画面 

 
 
2.13 親機ボーレート読み出し 

親機ボーレート読み出しの画面を図 1.17 に示す。 
親機が使用しているボーレートを表示する。 

（実行手順） 
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1) PC に接続されている親機のシリアルポートを図中①に設定します。 
2) 図中②を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 
3) 図中③のボタンを押すと親機にコマンド送信を行います。 
4) 読み出したボーレートは図中④に表示されます。読み出しを失敗した場合は ERR が表示

されます。 
5) 図中⑤を押すことで Lab VIEW プログラムを終了します。 

 

⑤ 

① 

③ ④

② 

 
図 1.17 (PC)データ通信ソフト 親機設定_親機ボーレート読み出し画面 

 
 
 
３．解析画面 
解析画面では、メイン画面で保存したデータの実データと FFT 解析結果のグラフ表示を行う。 

 
3.1 最新実データの表示 

最新実データの表示画面を図 1.18 に示す。 
この画面では、保存されている最新のデータがグラフに表示されます。最新データの定義を図 1.19
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に示す。本定義での最新データは、4.3 で述べる各子機 ID 別フォルダ内に保存された各サンプリングデ

ータの最新日時ではない。また、最新データがない子機 ID のグラフは表示されない。 
（実行手順） 

1) 図中①を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 
2) 図中②にメイン画面で設定したフォルダパスを設定します（4.3 で述べる幹フォルダに相

当するファイルパスとなります）。デフォルトは D:¥無線です。 
3) 図中③のボタンを押すと図中④に最新データが表示されます。 
4) 図中⑤を押すことで Lab VIEW プログラムを終了します。 

 

① 

②

③

④ 

⑤ 

 
図 1.18 (PC)データ通信ソフト 解析_最新実データ表示画面 
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図 1.19 最新データ定義 
 
3.2 最新データのFFT解析結果表示 

最新データの FFT 解析結果の表示画面を図 1.20 に示す。 
この画面では、保存されている最新のデータの FFT 解析を行った結果をグラフに表示されます。ま

た、最新データがない子機 ID のグラフは表示されません。 
（実行手順） 

1) 図中①を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 
2) 図中②にメイン画面で設定したフォルダパスを設定します（4.3 で述べる幹フォルダに相

当するファイルパスとなります）。デフォルトは D:¥無線です。 
3) 図中③で FFT 解析に使用するデータ個数の選択ができます。 
4) 図中④のボタンを押すと図中⑤に最新データの FFT 解析結果が表示されます。 
5) 図中⑥を押すことで Lab VIEW プログラムを終了します。 

 

① 

② ③ 

④

⑤ 

⑥ 

 
図 1.20 (PC)データ通信ソフト 解析_最新データ FFT 解析結果画面 

 
3.3 過去データ表示 

過去データの表示画面を図 1.21 に示す。 
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この画面では、過去データの実データ及び FFT 解析をグラフに表示させます。 
（実行手順） 

1) 図中①を押すことで Lab VIEW プログラムが実行されます。 
2) 図中②に確認したい過去データのファイルを選択します。 
3) 図中②にCSVファイルが選択されていない場合はダイアログが表示されるのでCSVファ

イルを選択してください。 
4) 図中②に CSV ファイルが選択されていたら、実データ表示か FFT 解析かを選択するダイ

アログが表示されるので確認したいボタンを押してください。ダイアログを図 1.22 に示

す。 
5) ダイアログで選択された結果が図中④に選択したボタンの結果が表示されます。表示後に

図中⑤で実データと FFT 解析の切り替えを行うことは可能です。 
6) 図中⑥を押すことで Lab VIEW プログラムを終了します。 

 

① 

⑤

②

④ 

③ ⑥ 

 
図 1.21 (PC)データ通信ソフト 解析_過去データ表示画面 
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図 1.22 過去データ表示確認画面 
 
４．データ保存 

ファイル保存の詳細項目を以下に示す。 
 

ファイル保存場所・・・ファイル保存先の構成図を図 1.23 に示す。幹フォルダは、メイン画

面により設定する。枝フォルダは、サンプリングで取得できたデータをもとに子機 ID 別に作

成され、各フォルダ内にサンプリングデータが保存されます。ただし、サンプリングでデータ

取得できなかった子機 ID のフォルダは作成されません。 
 

 
図 1.23 ファイル保存先構成図 

 
ファイル形式・・・CSV 形式 

  
ファイル構造・・・図 1.24 に保存ファイルの構造を示す。左端の列を列１とし、以降は列 2,3,4
とする。また、データは、カンマ区切りである。 

列１・・・パケットシーケンス番号 
列２・・・バッテリ値 
列３・・・X 軸加速度値 
列４・・・Y 軸加速度値 
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図 1.24 データ保存ファイル構造 
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